
キャンドルのつどい実施例 

 

 役割 

役名 役割 対象 人数 

火の長 キャンドルの集いの最高責任者、火の守り、 

火の長の言葉 

団体の代表者

大人 

１人 

火の女神 分火、女神の言葉担当 特になし １人 

 

女神の付き添い 女神の衣装への着替え手伝い 

女神のトーチへの点火 

大人 １人 

エールマスター 

（司会） 

キャンドルのつどいの進行 特になし １～３人 

点火者 火の長から火をもらい、メインキャンドル台のキャン

ドルに点火する。 

特になし ４人程度 

誓いの言葉 ３部でトーチを持ち、今日の感想や明日の意気込みな

ど誓いを述べる。（これ以外の内容でも可） 

特になし ４人程度 

火の係 １部終了時の納火、キャンドル台の端への移動 

３部開始時の点火、キャンドル台の中央への移動 

特になし ４人程度 

ＢＧＭ係 ＢＧＭを流したり消したりする。 大人 １人 

 

【基本の流れ】 
第１部 → 第２部（グループでの出し物やレクリエーションゲームなど） → 第３部  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出入り口 

エールマスター 

火の女神 

火の長 点火者 



第１部 
 
１ 参加者入場       

 
参加者はピロティ―に集合、整列。 

音楽が流れ始めたら静かに入室し、隊形を整える。完了したらアナウンス。     

【♪】霧の浅瀬  ※参加者が配置についたらフェードアウト 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 全員合唱 
  

 

 

「遠き山に日は落ちて」を歌う。    

                     【♪】遠き山に日は落ちて  

３ 女神の入場 
 

 

 

女神は、ＢＧＭの前奏が終わり、歌が流れ始めたら入場。 

  入場口で一礼をし、メインキャンドル台のまわりをゆっくり一周半回り、所定の場所につく。 

                     【♪】My Heart Will Go  

                                            ※女神が配置についたらフェードアウト 

 

４ 女神の言葉、火の長へ分火 
   

 

 

  女神は一礼をして言葉を言う。（火の長を向いて） 

  言葉が終わったら火の長へ分火する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①アナウンス 

 自然の中での活動、友とのかたらい、楽しく過ごした一日も終わり、鳥たちもねぐらにかえ

り、あたりは夜のとばりにつつまれてきました。ここ、豊野少年自然の家も、静かな夜を迎え

ようとしていますが、友情と団結を深め力強く生きることを求めて集まったみなさん、ただい

まからキャンドルのつどいを始めます。「遠き山に日は落ちて」をみんなで歌いましょう。 

③アナウンス  「それでは女神をむかえましょう。」 

④アナウンス  「女神から言葉をいただきます。」 

女神のことば 

「私は、豊野の山水晶山に住む火の女神です。 

 ここ豊野少年自然の家で、友情を深めるために集まった○○○(学校)のみなさん。明るく静か

に燃えているこの１本のキャンドルの炎をよく見つめましょう。この火は、あたたかい友情の

火です。そしてまた、未来を見つめる希望の火でもあります。 

 今宵のこの意義あるつどいのために、太古の昔から燃え続けてきた情熱・団結・友愛の火を

心を込めて皆さんに分かち与えます。」 

②アナウンス  「それでは 『遠き山に日は落ちて 』をみんなで歌いましょう。」 



５ 女神退場 
 

 
 

女神はメインキャンドルを向いて一礼、左回りで円内を周り、出入り口へ。 

出入り口の前で一礼をして退場。                

【♪】My Heart Will Go  

※女神が退場したらフェードアウト 

 
   

６ 火の長の言葉 
 

   

 

火の長は言葉を言う。（お任せします） 

 

 

７ 分火 

  
 

  

  点火者は、火の長の正面に横一列に並び、火の長から順に火をもらう。 

 

 

８ 点火 
 

 

 

①点火者はキャンドル台に移動し、奥のロウソクから順に点火する。（大人の補助が必要） 

②全てのロウソクに点火し終わったら、自分がもっているトーチごとメインキャンドル台の 

  ロウソクがささっていない部分にさす。 

③円の自分の場所にもどる。          【♪】栄光への脱出 ※点火し始めたら流す 

 

 

９ 全員合唱  
 

    

 

  団体で決めた歌を歌う。（ＣＤは団体で準備） 

 

 

1０ 終了  
 

 

 

火の係はキャンドルの火を消し（一番中央の火は残す）、キャンドル台を端に移動させる。 

⑥アナウンス  「火の長から言葉をいただきます。」 

⑦アナウンス  「女神からいただいた火を、火の長から点火者にわかちあたえます。」 

⑧アナウンス  「点火係は点火をお願いします。」 

⑤アナウンス  「女神の退場です。」 

⑨アナウンス  「それでは、みなさんで元気に「        」を歌いましょう。 

⑩アナウンス  「これをもちまして第一部を終わります。」 



第３部 
１ 参加者整列・準備 

・準備係はキャンドル台を中央へ移動し、キャンドルに火をつける。 

・電気を消す 

・参加者は一部と同じ隊形に並ぶ。 

 

 

 

 

 

２ 誓いの言葉 

 

①誓いの言葉係は、キャンドル台の前に集合し、点火用のトーチを一本ずつ持つ。 

  ②順番に誓いの言葉を言う。その時はトーチ掲げて話すようにする。（最後に名前を言う） 

  ③全員が言葉を言ったら、トーチを元に戻し、自分の場所に帰る。 

 

３ 納火 

 

①誓いの言葉係は、キャンドル台の前に集合し、点火用のトーチを一本づつ持つ。 

  ②順番に誓いの言葉を言う。その時はトーチ掲げて話すようにする。（最後に名前を言う） 

 

 

 

火の係はキャンドル台の周りに集まり、中央のキャンドル一つ以外全て消し、自分の場所に

戻る。 

【♪】忘れない日々  

※アナウンス後に流し始め、火の係りが自分の場所にもどったらフェードアウト 

    

４ 火の長のことば  

  

 

 

 

【♪】今日の日はさようなら 

※アナウンス後に流し始め、退場が終わっ 

 

 

たらフェードアウト 

①アナウンス  「それでは今からキャンドルのつどい第３部を始めます。」 

②アナウンス  「誓いの言葉をお願いします。」 

③アナウンス  「楽しかったキャンドルのつどいもまもなく終わろうとしています。 

私たちは今宵ともした灯火を友情の灯火として、お互いをあたためあい、 

照らし合い世の中を明るく楽しくすることを念じます。長い人生の中で、悲

しいこと苦しいこと、嫌なこと、辛いこと、あるいは困ったことなど数多くぶつかることでしょう。

こんな時には、多くの友を思い、たくましく歩み続けていくことをこの火に誓い、納火にうつりま

す。それでは、火の係は納火してください。」 

 

④アナウンス  「火の長から言葉をいただきます。」 

火の長のことば（例） 

 「静かに燃えているこの火によって、今日の文明が開かれてきたことは、皆さんも十分ご承知の

とおりです。この火がもっている素晴らしいエネルギーは私たちの一日一日の暮らしになくてはな

らないものでもあります。このキャンドルを見習い、たとえ一人の力は小さくてもみんなの手をつ

なぎ合わせて、周りの人たちのために、家族のために、そして自分自身のために、今すべきことを

よく見極め、全力を尽くして行こうではありませんか。みなさんのこれからのご健闘を心からお祈

りいたします。」 



５ 全員合唱・退場  

  

 

 

 

２番が始まったら、退場を始める。 

【♪】今日の日はさようなら 

※アナウンス後に流し始め、退場が終わったら 

フェードアウト 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤アナウンス  「最後にみんなで『今日の日はさようなら』を歌いながら退場しましょう。 

一番はその場で歌い、２番になったら退場を始めてください。」 


